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日

本
に

お

け

る

第
三

次
産
業
の

動
向
分
析

一

は

ぶ
め
に

捻
理

府
統
計

局
が

､

昭

和
五

〇

年
国
勢
調

査
に

も

と

づ

い

て

発

(

1
)

表
し

た

｢

速

報
集

計

結

果
+

に

よ

れ

ば
､

わ

が

国
の

就

業
者
総
数

五
､

三
一

四

万

人
の

う
ち

､

第
一

次
､

第
二

次
､

第
三

次

産
業
の

割
合
は

､

そ

れ

ぞ

れ
一

三
･

九
%

､

三

四
･

一

%
､

五
一

･

七

%

で

あ
り

､

｢

第
三

次

産
業
が

初
め

て

五

〇

%

を

突

破

し

た
+

こ

と

が

指
摘
さ

れ

て

い

る
｡

統
計

局

解

説
は

､

こ

の

こ

と

を

も
っ

て
､

日

本

経

済
が

今
や

｢

第
二

次

産
業
の

〝

モ

ノ
″

中
心

時

代
か

ら

第

三

次

産
業
の

ク

モ

ノ
″

離
れ

時

代
へ

の

進

行
+

の

メ

ル

ク

マ

ー

ル

と

し

て

受
け
止

め
､

こ

の

方

向
を

も

た

ら

し

た

要
因
と

し

て

近

年

に

お

け
る

｢

個
人

消

費
の

多
様
化

､

レ

ジ

ャ

ー

化
､

価
値
観
の

転

換
､

社
会

福
祉

､

生

活

基

盤
の

充
実

､

公

害
防
止

な

ど
+

を
あ

げ

江

見

康

一

て

い

る
｡

小

論
の

目

的
は

､

こ

の

よ

う

な

指

摘
の

も
つ

社

会
経
済

的

な

イ

ン

プ

リ

ケ

ー

シ

ョ

ン

を
､

日

本
の

就

業
構

造
の

時

系
列
的

動
向
や

国

際

比

較
的

視
点
か

ら
､

若
干

掘

り

下

げ

た

形
で

考
察
す

る

こ

と

に

あ

る
｡

〓

第
三

次

産
業
構
成

比
の

長
期
的

動
向

昭

和
五

〇

年
国
調

で

五
一

･

七
%

と

示
さ

れ

た

第
三

次

産
業
就

業
者
の

全

就

業
者
に

対

す

る

比

率
は

､

表
1

で

見
る

よ

う
に

､

第

二

次

大

戦
後
間
も

な

く
の

昭

和
二

五

年
国

調
で

は

二

九
･

六

%
で

あ
っ

た

か

ら
､

こ

の

二

五

年
問
に

約
二

二

%
ポ

イ

ン

ト

伸
び

た

こ

と

に

な
る

が
､

さ

ら
に

そ

れ

よ

り
二

五

年
前
の

大
正

一

四

年
の

第

三

次
の

比

率
二

七

二
二

%

と

比

較
す

る

と
､

二

四
･

四

%
ポ

イ

ン

ト

の

増
加

で
､

五

〇

年
間
で

構

成
比

が

倍
増
し

た

こ

と

を

示
し

て

上β∂

一

ゝ

ふ
し

｡



い

る
｡

そ

れ

と

同

時
に

､

こ

の

よ

う
な

増

加

は
､

前
半
の

二

五

年

よ

り

も

後
半
の

二

五

年
の

ほ

う
が

著
し

く

加
速

化

さ

れ

た

テ

ン

ポ

で

あ
っ

た

こ

と

が

明

ら
か

で

あ

る
｡

さ

ら
に

遡
っ

て
､

産
業
別

有

業
人
口

の

推
計
が

利
用
で

き

る

明

治

初
年
か

ら
の

約
五

〇

年
(

一

八

七

二

-
一

九
二

〇
)

と
､

大

正

九

年
か

ら
の

五

〇

年
(

一

九
二

〇

-
一

九
七

〇
)

を

比

較
す

る

と
､

前
者
の

一

三
･

五

%
ポ

イ

ン

ト

増
に

対
し

､

後
者
の

期
間
は

発

き
の

通
り
二

四
∴

四

%
ポ

イ

ン

ト

増
で

､

後
半
の

五

〇

年
の

方
が

二

倍
の

早
い

テ

ン

ポ

で

あ
っ

た

こ

と
に

な
る

｡

こ

の

よ

う
に

過

去
一

〇

〇

年
に

お

け

る

第
三

次

産

業
就
業
者
の

構
成
比

は

初
期
の

一

〇

%

強
か

ら

現

在
の

五

〇

%

超

ま
で

一

貫
し

た

増
大

傾
向

を

示

し
っ

つ
､

後
年
次

､

な

か

ん

ず
く

第
二

次

大

戦

後
に

､

そ

の

拡

大

テ
ン

ポ

が

趨
勢
加

速
化

さ

れ

て

き

た

こ

と

を

知
る

こ

と

が

で

き

る
｡

も

ち

ろ
ん

第
三

次

産

業
の

構

成

比
の

変
動
は

､

全

産
業
の

就

業

者
総
数
が

初

期
の

一

､

七

〇

〇

万

人
か

ら

現

在
の

五
､

三

〇

〇

万

人
へ

と
､

約
三

､

六

〇

〇

万

人
が

増
加
し

た

中
で

､

第
一

次
､

第

( 1 9 ) 日 本 に お け る 第 三 次 産 業 の 動向 分析

表 1 産業別 就 業者 構 成 比 の 長 期 的 推移

構 成 比

歴盟急l
尊
皇

次次2

M

鮒
刃次l

A

第

就業者
総 数

%
. 2

J

. 4

. 2

J

%
沼

.
9

. 6

沼

J

約

8 8

鮎

幻

8 0

%
. 9

J

. 2

〇

. 〇

糾

8 2

7 6

7 0

63

千人
1 7

,
0 7 4

1 9
,
5 4 2

2 2
,
5 8 3

2 4
,
7 6 8

2 6
,
1 6 9

7 2

8 0

9 0

00

1 0

m

花

7 0

7 0

7 0

7 0

糾

6 1

砧

5 3

4 8

5 3

5 2

4 9

4 7

舶

4 8

4 1

3 2

2 4

1 9

1 3

2 7
,
2 61

( 2 8
,
4 4 2)

2 9
,
61 9

(3 1 ,
4 0 0)

3 2
,
4 8 3

3 6
,
0 2 5

3 9
,
5 9 0

4 4
,
0 7 0

4 7
,
9 8 4

5 2
,
4 6 S

5 3 , 1 41

(資料) 1 8 7 2 - 1 9 1 0 お よ び 1 9 2 5
,

1 9 3 5 の カ ブ
コ 内: E a z 1 1 S b i

O l ll( a Ⅵr a
,

r ゐβ G γ0 抄J ゐ 左血 β 〆 如 J 坤 α乃βざβ E c8一
作 0 桝 γ ざ古雅 C β 7 g 7 β

,
E in o k n n i y a

,
1 9 5 7

, A p p e n d i x

T a b l e 2 .

1 9 2 0- 1 9 7 0 : 冶理府統計局 『産業別就業者の 時系列比

較』( 大正 9 年国勢調査一昭和 4 5 年国勢調査) , 昭

和 4 8 年 , 第 5 表 ｡

1 9 7 5 : 総理府統計局 1

( 注) 1 ) 大川推計の n li s c ell a n e o u s ほ 第 3 次に含 め た ｡

2 ) 1 9 2 0 - 1 9 7 5 年 の 国調は沖縄 を含 む数字 ｡

絵数は 不類 不能を 含む の で
, 構成比 の 合計ガ; 1 0 0

% に な らな い こ とあ り
｡

3 ) 1 8 7 2- 1 9 1 0 は 有美人口
,

1 9 2 0- 1 9 75 は就業人 口

の概 念で あ る ｡

二

次
の

増
加
と
の

相

対

的

関

係
と

し

て

導
か

れ

る

も

の

で

あ

り
､

し

た

が

っ

て

第
一

次
､

第
二

次
の

変
動

要
因
と

独

立

で

は

な
い

｡

そ

こ

で
､

各

部
門

別
の

構

成
此

の

変
化

を

全

体

と

し
て

観
察
す
る

と
､

第
一

次
の

傾
向

的

低
下
と

第
二

､

第
三

次
の

傾

向

的

上

昇
と
の

明

瞭
な

コ

ン

ト

ラ

ス

ト

は

別

と
し

て
､

第
一

次
が

就
業
者

総

数
の

半

数
以

上
を

占
め

た

の

は

第
一

次

大

戦
直

後
の

時
期
ま

で

で
､

こ

こ

に

第
一

次

大

戦
を

契
機
と

す

る

工

業
化
の

い

っ

そ

う
の

進

展
が

示

唆
さ

れ

ば
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表 2 就業者数増加 に 対 す る部門 別 限 界寄与 率

詣 l 諾【 砦d A l 』必 l 』ぶ l 』 r

% % %
6 5 . 7 1 9 . 0 1 5 . 3

3 7 . 8 3 5 . 4 ､ 2 6 . 8

6 . 3 5 1 . 6 4 2 . 1

- 6 3 . 6 9 0 . 0 7 3 . 6

- 1 9 4. 4 1 1 1. 8 1 8 乙 6

1 . 4

- 1 1 . 7

8 2 . 9

- 3 2 .
9

- 4 2 .
6

- 6 5
,
1

- 3 7 .
6

- 6 6 0 . 6

千人 千人 千人 千 人
1

,
5 8 1 4 5 8 3 6 7 2

,
4 0 6

1
,
1 2 2 1

,
0 4 9 7 9 4 2

,
9 6 5

1 3 3 1
,
0 8 7 8 8 8 2

,
1 0 8

- 8 4 2 1
,
1 9 2 9 7 4 1

,
3 2 4

- 1
,
6 4 1 9 4 4 1

,
5 4 1 8 4 4

2
,
7 37

2
,
7 1 5

3
,
7 23

3
,
6 04

4
,
4 64

3
,
8 99

4
,
4 95

4 1 7

① 1 87 2 - 1 88 0

(む 1 88 0- 1 89 0

垣) 1 89 0- 1 90 0

④ 1 9 0 0 - 1 91 0

(参 1 91 0- 1 9 2 0

糾

4 1

0 5

1 1

5 3

0 2

7 3

2 1

2 .

.
一
L
.
,

ち

り
り

ク
リ

3 9

- 3 1 9

3
,
0 8 6

- 1
,
1 8 7

- 1
,
9 0 0

- 2
,
5 3 9

- 1
,
6 8 8

- 2
,
7 5 5

1 9 2 0 - 1 9 3 0

1 93 0- 1 9 4 0

1 94 0 - 1 95 0

1 95 0 - 1 9 5 5

1 9 5 5 - 1 9 (50

1 9 6 0 - 1 9 6 5

1 9 6 5 - 1 9 7 0

1 9 7 0 - 1 9 7 5

㊥

①

㊥

㊥

㊥

⑪

㊨

⑩

5

7

0
0

1

5

8

A
T

′
h

U

O
ノ

∩
)

(Uノ

5

2

0
ノ

0

5

/

h

)
′

h
)

6 . 5

- 3 5 . 7

- 5 9
.

4

2
,
6 5 6 6

,
3 97

3
,
8 4 9 5

,
8 5 4

1 6
,
7 85 1 6

,
9 8 3

8

つ
J

O

2

凸

7

(

X
U

3

0

2

3

4

0

4 1 3

- 2
,
0 8 8

- 1 0
,
0 8 2

Ⅰ .
1 8 8 0 - 1 9 1 0

Ⅱ .
1 9 1 0 - 1 9 4 0

Ⅲ . 1 9 5 0 - 1 9 7 5

( 資料) 表 1 に 同 じ ｡

( 注) 1 ) 』A
,
∠∬

,
』g は そ れぞ れ第 1 次 , 第 2 次 , 第3 次の 就業者増加数 ｡

J け ほ d d
,
d 必

,

d ぶ の 和 と して 求め た の で
, 分類不能 は含 まず ｡

2 ) 1 8 7 2- 1 9 2 0 ほ大川推計 ,
1 9 2 0 - 1 9 7 5 は 国勢調査 に よ る

｡
ただ し下段の Ⅱ. 1 91 0-

1 9 4 0 ほ 大川推 計を用 い た
｡

て

い

る
｡

し

た

が

っ

て

そ

れ

以

後
の

就

業
者
吸

収

力

は
､

主
と

し

て

第
二

次
､

第
三

次
が

受
け

持
つ

こ

と
に

な
る
｡

他

方
､

第
一

次
､

第
二

次

を

合

わ

せ

た

物

的

産
業
(

財
貨
産
業
)

と
し

て

見
る

と
､

そ

の

中
に

お

け

る

第
二

次
の

増
加
よ

り
､

第
一

次
の

低
落
テ

ン

朋
一
･

⊥

ポ

の

ほ

う
が

大
き

い

た

め
､

物

的
産
業
の

構
成
比

は

漸
減
傾
向

を

続
け

､

結
局

唱

和

五

〇

年
に

お

い

て

半

数
を

割
り

､

就

業
者

吸

収

力
の

中

心

を

第
三

次
に

譲
る

こ

と

に

な
る

｡

第
一

次

大

戦

を

境
と

す
る

産

業
構
造
の

変
化
が

工

業
化

社
会
の

定

着
な

ら

ば
､

五

〇

年
後
の

現

在
生

じ

っ

つ

あ

る

変
化
は

サ

ー

ビ

ス

化

社
会
へ

の

本

格
的

移
行
と
い

う
こ

と

が

で

き
る

｡

以
上

構

成
比
の

推

移
で

大

ま
か

に

観
察
し
た

こ

と

を
､

就

業

者

総
数
の

時

系
列

的
増
加
に

占
め

る

各

部
門

就
業
者
の

限
界

寄

与

率
と
い

う

形
で

再

び

言

及

し
て

み

よ

う
｡

表
2

は

そ

の

関
係

を

示

す
｡

表
2

に

よ
っ

て
､

.
経

済
発
展
に

伴
う

就
業
者
数
増
加
の

内

容

が
､

部
門
別
の

相

互

関

係

と

し
て

よ

り

明

ら
か

に

示
さ

れ

る
｡

す

な

わ

ち

右
の

三

欄
に

示

さ

れ

た

限

界
寄

与

率
の

部
門

間
の

値

を

時

系
列
的
に

フ

ォ

ロ

ー

し
て

い

く
こ

と

に

よ

っ

て
､

次
の

よ

う

な
フ

ァ

ク

ト
･

フ

ァ

イ

ン

デ
イ

ン

ダ

ス

を

指
摘
す
る

こ

と

が

で

き
よ

う
｡

川

観
察
期
間
の

最
初
の

約
二

〇

年
は

､

農
業
を

中
心
と

す

る

第

一

次

産
業
の

寄

与
率

が
一

番
大

き

く
､

し
た

が

っ

て

就

業
吸

収

力

に

お

い

て

農
業
が

主

導
性
を

保
っ

て

い

た

こ

と

が

知
ら
れ

る
｡



( 2 1 ) 日本 に お け る 第 三 次 産業 の 動向分 析

倒

製
造
工

業
を

中
心

と

す

る

第
二

次

産
業
は

､

②

期
に

お

い

て

第
一

次

と

並

ん

だ

あ

と
､

そ

の

限
界
寄
与

率
は

趨
勢
的
に

加

速
化

し
､

第
一

次

大

戦
末
期
に

及

ん

で

い

る

こ

と
､

し
た

が

っ

て

真
の

一

八

九

〇

-
一

九
二

〇

年
は

日

本
に

お

け
る

工

業
化
が

軌
道
に

乗

り
､

急

速
に

進
展
し

た

こ

と

を

示
し
て

い

る
｡

㈲

商
業
を

中
心

と

す

る

第
三

次

産
業
は

､

①

斯
か

ら
一

九
一

〇

年
ま

で

は

第
二

次
に

追

随
す

る

形
で

就
業
を
ふ

や

し
､

第
一

弥
大

戦
を

境
に

し

て

第
二

次

を

凌

駕
す

る

形
に

転
じ

て

い

る
｡

第
三

次

が

第
二

次
に

追

随
す
る

の

は
､

い

う

ま
で

も

な

く
エ

業
化
の

伸
展

が

同

時
に

市

場
の

拡

大
を

求
め

る

こ

と

か

ら
､

運

輸
や

商
業
は

第

二

次
に

関

連
し

て

そ

の

活

動
規
模
を

拡

張

す
る

か

ら
で

あ

る
｡

ち

な

み

に
一

八
七

二

-
一

九
一

〇

年
の

』

卓
』

転

を

計

算
す

る

と
､

そ

れ

ぞ

れ

〇
･

八

〇
一

､

〇
･

七

五

六
､

〇
･

八
一

六
､

〇
･

八

一

七

と

な
り

､

第
二

次
の

就

業
が

一

増
加

す
れ

ば
､

第
三

次
の

就

業
は

約
○
∴

八
ふ

え

る

と
い

う

波

及

係

数
を

読
み

取
る

こ

と

が

で

き

る
｡

㈲

就
業
増

加
に

お

け

る

第
一

次
の

優
位
は

､

工

業
化
が

軌
道
に

乗
り

始
め
た

一

八

九

〇

年
代

か

ら

低
落
し

始
め

､

世

紀
の

転

換
点

か

ら

限
界
寄
与

率
は

マ

イ

ナ

ス

に

転
じ

､

と

く
に

第
一

次

大

戦
時

を

含
む

⑤

期
の

急

減
が

著
し
い

｡

⑥

期
に

お

け
る

僅
か

な

回

復
は

､

昭

和
初
期
の

不

況

期
に

お

い

て
､

第
一

次
が

第
二

次
の

伸
び

悩
み

に

よ
っ

て

就
業
増
加
の

一

部
を

支

え

た

た

め

と
い

え

よ

う
｡

㈲
工

業
化
の

伸
展
に

伴
う

第
二

次
の

増

大
は

､

第
一

次
大

戦
を

ピ

ー

ク

と

し

て

鈍

化
す

る

が
､

第
二

次

大

戦
へ

か

け

て

の

軍
需

を

中

心

と

す
る

重
工

業
化
の

中
で

､

戦
時
雇

用
を

ふ

や

す

こ

と

に

な

る
｡

㈲

第
一

次

大

戦
を

契
機

と

し
て

優
位
に

立
っ

た

第
三

次

は
､

そ

の

後
の

不

況

期
に

お

い

て

就

業

増
の

大

部
分
を

引

受
け

る

こ

と
に

な
る

が
､

準
戦
時
の

⑦

期
に

お

い

て

は

第
二

次

の

強
制

的

吸

引

力

に

よ

っ

て
､

そ

の

寄

与

率
が

趨
勢
値
か

ら

低
め

ら

れ

て

い

る
｡

仰

第
二

次

大
戦

時
を

問
に

は

さ

む

⑧
期
の

数
字
は

､

社

会
経

済

構
造
の

基

本

的

変
化
に

も

と
づ

く

も

の

で

あ

る

か

ら
､

趨
勢

的

観

察
か

ら
は

例
外
な

も
の

と

見

る
べ

き

で

あ

ろ

う
｡

す

な

わ

ち

第
二

次

大

戦
直

後
の

食
糧
危
機
に

伴
う

農

業
へ

の
一

時
的

回

帰
､

軍
需

工

業
解

体
に

伴
う

第
二

次

就

業
者
の

反

落
的
現

象
が

見
ら
れ

る

か

ら
で

あ

る
｡

㈲

第
二

次

大
戦
後
の

回

復
が

軌
道
に

乗
り

始
め
た

一

九
五

〇

年

以

降
一

九

七

五

年
ま
で

の

二

五

年
問
の

動
向
こ

そ
､

わ

れ

わ

れ

が

現

在
の

日

本

経

済
の

就

業
構
造
に

つ

い

て

分

析

す
る

場
合

､

そ

れ

を

規
定
し

て

き

た

時

期
で

あ

る
｡

一

見
し

て
､

ま

ず
第
一
次
の

一

励
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賞
し

た

就
業
減
少

､

し

た

が
っ

て

マ

イ

ナ

ス

の

限

界

寄
与
率

が

目

立
つ

が
､

第
二

次
と

第
三

次

と

は
､

最

後
の

⑲
期
を

除
き

､

大

ま

か

に

は

相
並

ん

だ

形

で

就

業
増

加

を

吸
収

し

て

い

る
｡

た

だ

し

両

者
の

限

界
寄
与

率
の

大

小
に

は
､

⑨

期
は

第
三

次

が

大
､

㊥
期
は

第
二

次

が

大
､

㊤
期
は

再

び

第
三

次

が

大
､

と
い

う

よ

う

な

交

替

が

見

ら
れ

る
｡

こ

れ

は

景
気

変
動
の

影

響
の

ほ

か
､

第
二

次
か

ら

第
三

次
へ

波

及

す
る

タ

イ

ム

･

ラ

グ

の

要

因

も

考

え

ら

れ

よ

う
｡

大
ま

か

に

は

景
気
上

昇
期
に

は

第
二

次
の

伸
び

率
が

､

景
気

後
退

期
に

は

第
三

次
の

そ

れ

が
､

そ

れ

ぞ

れ

よ

り

大
き

い

(

あ

る

い

は

減
少

率
が

よ

り

小
さ

い
)

と

い

え

る
｡

し
か

し

な
が

ら
､

⑪
期
以

降
､

第
三

次
の

寄
与

率
の

ほ

う
が

た

え

ず
第
二

次
を

上

廻
っ

て

い

る

の

は
､

第
三

次
が

第
二

次
か

ら

受
け
る

波

及

要
因
が

相

対

的
に

低
下

し
､

第
三

次

固

有
の

内

在
的

拡

大

要

因
が

増
加
し

た

た

め

か
､

あ
る

い

ほ

第
二

次
自

体
に

部
分

的

な
サ

ー

ビ

ス

経

済
化

現

象
が

生

じ
､

そ

の

部
分

が

第
二

次
か

ら

分

離
し

て

第
三

次
の

範

疇
に

組
み

込

ま
れ

る

よ

う
に

な
っ

た

た

め

か
､

い

く
つ

か

の

解

釈
が

生
じ

る
｡

そ

れ

を

と

く
に

痛
感
す
る

の

は
､

⑩
期
の

著
し
い

変
化
で

あ

る
｡

こ

の

よ

う
な

変
化

を

よ

り

明
ら

か

に

す

る

た

め

に

は
､

の

ち
に

ふ

れ

る

よ

う
に

､

第
三

次

産

業
を

よ

り

細
か

い

分

類
レ

ベ

ル

に

降
り

て

分

析

し

な

け
れ

ば

な

ら
な
い

｡

㈱

表
2

の

最
下

段
の

､

Ⅰ
､

Ⅱ
､

血
は

､

①
1
⑲
期
の

全

観
察

加

期

間
を

､

三

段

階
に

分

け
､

Ⅰ
は

明

治
一

〇

年
代

跡

め

か

ら

明

治

末
ま

で
､

Ⅱ

は

そ

の

あ

と

第
二

次

大

戦
前
ま

で

の

そ

れ

ぞ

れ

三

〇

年
間
を

取
り

､

Ⅲ

は

第
二

次

大

戦
後
の

経

済
が

軌

道
に

乗
っ

た

昭

和
二

五

年
か

ら

現

在
ま

で

の

二

五

年
間
を

取
っ

て

い

る
｡

こ

の

三

段
階
に

お

け
る

各

部

門

間
の

限

界
寄

与

率
の

推
移
を

比

較
す

る

こ

と
に

よ
っ

て
､

川

-
㈲
に

述
べ

た

過

去
一

〇

〇

年
間
の

就

業
構
造

の

趨
勢
を

､

よ

り

浮
ぼ

り

に

し

た

形
で

理

解

す
る

こ

と

が

で

き

る
｡

す

な

わ

ち
､

第
一

は

全

期

間
を

通

じ
る

第
一
次

産
業
の

長
期

低

下

傾
向
で

あ
り

､

第
二

は
､

Ⅰ
､

Ⅱ

期
に

お

け

る

エ

業
化
の

伸
展
と

そ

れ

に

伴
う

第
三

次
の

追
随

､

お

よ

び

Ⅲ

期
に

お

け

る

第
二

次

就

業
増
加
の

伸
び

率
の

鈍

化
､

停
滞
で

あ

り
､

第
三

に
､

全

期
間
を

通
じ

る

第
三

次

産
業
の
一

貫
し
た

就
業
増
加
趨

勢
と

寄
与

率
の

加

速

化
､

そ

れ

に

も

と
づ

く

Ⅲ

期
に

お

け
る

第
二

次

か

ら

第
三

次
へ

の

主
導
力
の

転

移
で

あ

る
｡

以

上

は

就

業
構
造
の

三

部
門

別
変

化

に

つ

い

て

の

大

ま
か

な

考

察
で

あ

り
､

第
三

次

産

業
就

業
者
が

五

〇

%

を

超
え

た

こ

と

の

イ

ン

プ

リ

ケ

ー

シ

ョ

ン

を

考
え

る

時
の

長

期

的

背
景
で

あ
る

｡

も
ち

ろ

ん

一
〇

〇

年
に

わ

た

る

期
間
に

つ

き
､

三

部
門
に

分

け
て

考
察

す
る

と
し

た

場
合

､

同
じ

く
第
三

次

と

い

っ

て

も

明

治
一

〇

年
代

㌔

-

､

牡
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の

そ

れ

と
､

第
二

次

大

戦
後
の

そ

れ

と

で

ほ

そ

の

内

容
に

お

い

て

著
し

く

異
な
っ

て

い

る

は

ず
で

あ

る
｡

そ

れ

を

第
三

次

と
い

う

範

噂
だ

け
で

一

括
さ

れ

た

就

業
者
数
の

時

系
列
変
化
に

よ
っ

て
､

経

済
発
展
と

第
三

次

産
業
の

関

係
に

つ

き
､

特
定
の

意
味
づ

け

を

導

こ

う

と

す
る

こ

と
に

は

い

く
つ

か

の

限

界
が

あ

る

こ

と

を

承

知
し

て

お

か

ね

ば

な

ら

な
い

｡

経

済
発

展
に

つ

れ

て
､

就
業
者
が

第
一

次

か

ら

第
二

次
へ

､

つ

い

で

第
三

次
へ

と

そ

の

比

重

を

移
行
さ

せ

て

い

く
こ

と

ほ
､

す
で

に

ぺ

テ

ィ

=

ク

ラ

ー

ク

の

法

則
と

し

て

広
く
国

際
的
に

認

め

ら
れ

た

経

験
的

事
実
で

あ

り
､

し
た

が

っ

て

日

本
に

つ

い

て

の

右
の

叙

述
も

周

知
の

こ

と

で

あ

る
｡

し
か

し

な
が

ら
そ

れ

が

国

際

的

な

経

験
法

則
で

あ

る

と

し

て

も
､

第
一

次
か

ら

第
二

次
へ

の

移

行
の

タ

イ
､

､

､

ン

グ

と

か
､

第
二

次
か

ら

第
三

次
へ

比

重

を

移
す
ス

ピ

ー

ド

と
か

に

つ

い

て

は
､

そ

れ

ぞ

れ

の

国
に

よ
っ

て

差
が

あ

る
｡

ま
た

小

論
で

は
､

就
業
構
造

を

中
心
に

し

て

第
三

次

増
大
の

理

由
お

よ

び

そ

の

こ

と

の

も

た

ら

す

社

会

経

済

的
イ

ン

バ

ク

+

を

考
察
し

ょ

う

と

し
て

い

る

の

だ

が
､

そ

の

こ

と
を

明

ら
か

に

す

る

た

め
に

は

も

ち

ろ
ん

労
働
力
に

よ
っ

て

生

み

出
さ

れ

る

国
民

生

産
物
に

つ

い

て

の

三

部
門

間
の

構
成

比

を

同

様
に

考

察
し

､

就
業
者
に

つ

い

て

の

そ

れ

と

此

較
す

る

こ

と
に

ょ

っ

て
､

問
題
解
明
の

手
が

か

り

を

え

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

｡

サ

イ

モ

ン

･

ク

ズ

ネ

ッ

ツ

が

試

み

た
一

(

2
)

(

3
)

連
の

業
績
は

､

そ

れ

ら

労

働
力
と

国
民

生

産
に

お

け
る

そ

れ

ぞ

れ

の

三

部
門

別

構
成

比
を

相

互

に

突

き

合

わ

せ
､

国

際

比

較
を

す

る

こ

と

で

あ
っ

た
｡

し

か

し

な

が

ら

こ

こ

で

は

紙
幅
の

関

係

も
あ
っ

て
､

日

本
に

つ

い

て

の

そ

の

よ

う
な

長
期

分

析

は

他
日

に

割
愛
し

､

第
二

次

大

戦
後
に

お

け

る

第
三

次

産

業
の

就

業
増

加
に

焦
点
を

あ

て

る

こ

と
に

す
る

｡

三

ク

ラ

ー

ク

法

則
と

第
三

次

産
業
･

以

上
の

長
期
的

考

察
を

踏
ま

え

て
､

最
初
の

問
題

提

起
で

あ

る
､

昭

和

五

〇

年
国

勢
調
査

で

は

じ

め

て

五

〇

%

を

超
え

た

第
三

次
の

就

業
者
比

率
に

ス

ポ

ッ

ト

を

あ

て

よ

う
｡

第
三

次

就

業
者
の

構
成
比

が

昭

和
五

〇

年
に

五

〇

%
を

超
え

る

で

あ

ろ

う
こ

と
は

､

昭

和
四

九

年
『

就

業
構
造

基

本

調
査

報
告
』

に

よ

る

第
三

次

産
業
比

率
が

す
で

に

四

九
･

八

%
に

達
し

て

い

た

こ

と

か

ら

見
て

時
間
の

問
題
で

あ
っ

た

が
､

右

国

調
の

速

報
に

接

し

た

時
､

米
国

経

済
に

つ

い

て

同

じ
こ

と

が

起
っ

た

時
に

､

Ⅴ
･

R
･

.
フ

ユ

ツ

タ
ス

が

述
べ

た

次
の

こ

と

が

想

起
さ

れ

た
｡

す
な

わ

ち
､

一

.⊥

｢

米
国

は

現

在
､

経
済
発
展
の

新

し
い

段
階
を

切

開
き
つ

つ

β
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あ

る
ひ

第
二

次

世

界
大

戦

後
の

期
間
に

､

世

界
で

最
初
の

｢

サ

ー

ビ

ス

経

済
1
す

な
わ

ち
､

就

業
人
口

の

半
分

以

上

も
が

､

食

糧
､

衣

料
､

住

宅
､

自
動
車
等
の

有

形

な

財
の

生

産
に

従

事
し

て

い

な
い

経

済
-
に

到

達
し

た

の

だ
｡

一

九
四

七

年
に

は
､

捻

雇

用

人
口

は

ほ

ぼ

五

七

〇
〇

万

で

あ

っ

た
｡

そ

れ

が
一

九

六

四

年
ま
で

に

は
､

お

よ

そ

七

四

〇

〇

万

に

な
っ

た
｡

こ

の

正

味
の

増
加
の

ほ

と

ん

ど

す
べ

て

は
､

サ

ー

ビ

ス

を

提
供
す

る

諸

機

関
-
た
と

え

ば

銀

行
､

病
院

､

小

売

店
､

(

4
)

一

学

校

1
で

起
っ

た

…

…
+

米
国
の

第
三

次

産

業
就
業
者
が

五

〇
%

を

超
え

た

の

は
､

米
国

の

『

ヒ

ス

ト

リ

カ

ル

･

ス

タ

テ
ィ

ス

テ

ィ

ッ

ク

ス

』

(

U

弓
e

呂
○
-

C
¢
ロ
S

宏
-

祇
計
旨
や

訂

已

惣

邑
鼓
n
h

阜

諒
恥

q
讃

罫
礼

哲
已
設
､

C
Q
～

〔

貞
訂
叫

り
恥

S
設

計

芯

笥
-

-

芸
○
)

に

よ

る

と
一

九

五

六

年
で

あ

る

か

ら
､

日

本
は

約
二

〇

年
遅
れ

て

米
国
型
の

就
業
構
成

比
を

フ

ォ

ロ

ー

し

て

い

る

こ

と

に

な
る

｡

日

本
の

ケ

ー

ス

を

フ

ユ

ツ

タ

ス

流
に

云

え

ば
､

｢

一

九

六

〇

年
に

は
､

総
就
業
人

口

は

約
四

四

〇

〇

万
､

そ

れ

が
一

五

年
彼
の

一

九

七

五

年
に

は

約
五

三

〇

〇
万

人
と

な
っ

た

が
､

そ

の

正

味
の

増
加

(

九

〇

〇

万

人
)

の

ほ

と

ん

ど

す
べ

て

(

第
三

次
の

限

界

寄
与

率

は
一

二

〇
･

三

%
､

非
農

業
就

業
者

総

数
に

対

し
て

計

算
す

れ

ば
､

六

七

二
%

､

蓑
2

参

照
)

は

第

表 3 就 業 者 の 産 業 別 構 成 割 合と 1 人 当 り 国民 所 得

第1 次l 第2 次l 第3 次l
l ノ
溝品㌘

得

2
,
4 6 2 ド ル

4
,
9 8 1

4
,
2 3 1

3
,
4 0 3

3
,
7 3 9

1
,
9 8 7

4
,
6 6 9

2 5 4

5 1 . 7 %

6 4 . 5

6 3 . 6

5 0 .
6

4 4 . 6

3 9 . 2

5 4 . 4

1 (5 . 1

2 9 . 1

2 8
.

3

3 4 .
1 %

3 1 . 5

2 9 . 9

3 7 . 5

4 8 . 2

4 3 . 5

3 8 . 1

1 1
.

2

1 9 . 8

1 6 . 3

1 3 . 9 %

4 . 0

6 . 5

1 1 . 9

7 . 2

1 7 . 3

7 . 5

7 2 . 1

5 0 . 8

5 3 . 8

日 本 (1 9 7 5)

ア メ リ カ (1 9 7 3)

カ ナ ダ ( 1 9 7 4)

フ ラ ン ス (1 9 7 3)

ドイ ツ連邦共和国 (1 9 7 2)

イ タ ワ ア (1 9 7 3)

ス ウ ェ ー デ ン (1 97 3)

イ ン ド (1 97 1 )

韓 国 (1 97 0 )

フ ィ リ ピ ン (1 97 0)

( 資料) 総理府統計局 1
＼

._
/

1 人当 り国民所得は 産済企画庁 『経済 要覧』 1 9 7 5 年版 ｡

三

次

産

業
で

生
じ

畑

た
+

わ

け

で

あ

る
｡

総
理

府
統
計
局

の

解
説
は

､

こ

の

就
業
者
の

産

業
別

割

合
を

国
際
比

較

し

て
､

日

本
の

産

業
構
造

は

フ

ラ

ン

ス

の

割

合
に

似
て

い

る

が
､

西

独
の

第
二

次

産
業
優
勢

型
と

は

異

な
る

こ

と
､

将
来
に

向

け

て

ア

メ

リ

カ
､

カ

ナ

ダ

型
の

産

業
構
造
に

近
づ

き
つ

つ

あ

る

こ

と

を

指

摘
し
て

い

る
｡

問
題
は

日

本
の

構

成

割
合
が

右
の

よ

う
な

国

際
比

較
の

中
で

も

つ

意
味

､

さ

ら
に

言

え

ば
､

日

本
ほ

な

ぜ

西

独

と

異

な
る

の

か
､

近
い

将
来
に

お

い

て

フ

ユ

γ

ク

ス

の

言

う
ア

メ

リ

カ

型
に

い

っ

そ

う
近
づ

く
の

か
､

と
い

う
点

と
､

そ

の

こ

と

と

も

関

連
し

て

戦
後
の

第
三

次

産
業
増
大
の

要
因
を

小

分
類
レ

ベ

ル

で

検
討
す

る

こ

と

に

よ

っ

て
､

何

ら
か

の

手
が

か

り

が

え

ら
れ

な
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い

か
､

と
い

う
こ

と

で

あ

る
｡

ま

ず
第

一

点
に

つ

い

て

い

え

ば
､

西

独
と

日

本
と

比

較
し

た

場

合
､

一

九
七

二

年
現

在
一

人

当

り

国

民

所

得
は

､

西
独

が

日

本
の

約
五

割
高
い

水

準
に

あ

る

こ

と
､

日

本
と

産

業
別

構

成
比

が

似
て

い

る

フ

ラ

ン

ス

と

比

較
し

て

も
､

フ

ラ

ン

ス

は

日

本
の

約
四

部
高

い

水

準
で

あ

る
｡

と

く
に

日

本

と

対

比
さ

れ

た

西

独

の

割

合

は

｢

サ

ー

ビ

ス

部
門
の

雇

用

増
加

は

経

済

成

長
の

必

然
的
随
伴

物
で

あ
る
+

と

す

る
コ

ー

リ

ン

･

ク

ラ

ー

ク

法

則
か

ら

外
れ

る

ケ

ー

ス

に

な
る

わ

け

で
､

ク

ラ

ー

ク

法
則
自
体
に

つ

い

て

の

問
い

直

し

と
､

な
ぜ

そ

う
な
の

か

と

い

う

設

問
が

必

要
に

な

る
｡

こ

の

こ

と

は

フ

ラ

ン

ス

と

此

較
し

た

場
合
に

､

構
成

割

合
は

同

じ

で

あ
っ

て

も

第

三

次

産
業
の

内

容
が

異
な

り
､

し

た

が
っ

て

該

産

業
の

生

産
性
が

異
な
る

の

で

は

な
い

か
､

と

い

う

凝
間
と

も

結
び

つ

く
｡

一

人

当

り

所
得
水

準
が

日

本
.

よ

り

も
五

割
高
い

西

独
が

､

産

業
別

就

業
者

割
合
に

お

い

て

は
､

な
ぜ

日

本
よ

り

も

第
二

次

に

つ

い

て

高
く

(

第
三

次
に

つ

い

て

低
い

の

か
､

と
い

う
点
に

つ

い

て

は
､

梅

村
又

(

5
)

次

教

授
の

帰
納
的
解

釈
が

一

つ

の

参
考

に

な

る
｡

同

教
授
は

､

労

働
力
の

産
業
別

配
置
を

一

九

五

〇

-
一

九

六

四

年
の

期
間
に

つ

い

て

国
際
比

較
し
た

結
果

､

第
二

次
へ

の

配

分

比

率
の

最
上

位
は

西

ド

イ

ツ

と

イ

タ

リ

ア
､

つ

ぎ

は

イ

ギ

リ

ス

と
フ

ラ

ン

ス

､

そ

の

下

に

日

本
が

位

置
し

､

最
下

位
は

ア

メ

リ

カ

と

四

群
に

分
か

れ

て

い

る

こ

と
､

こ

の

こ

と

か

ら
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

は

第
二

次

産
業
部

門
肥

大

塑

と

言

う
こ

と

が

で

き
､

し

た

が
っ

て

第
二

次
で

下

位
に

あ

る

ア

メ

リ

カ

と

日

本
は

｢

サ

ー

ビ

ス

産
業
部
門

肥

大

型

と

す
る

見
方

も

(

6
)

け
っ

し
て

ま

ち
が

い

と

は

い

い

き
れ

な
い

+

と

述
べ

て

い

る
｡

第

一

次

産

業
の

長
期

低

落
傾

向

は
､

国

際
的
に

共

通
の

経

験
法
則
で

あ

る

か

ら
､

そ

れ

を

除
い

た

非
一

次

産
業
の

枠
内
に

お

い

て
､

二

次

と

三

次
と

の

配

分

比

率
が

ど

う

な
る

か

が

問
題
で

あ

り
､

そ

れ

に

つ

い

て

は

ク

ラ

ー

ク

法

則
は

再

検
討
の

余
地

が

あ

る

こ

と
､

お

よ

び

日

本
が

第
三

次

肥

大

化
に

な
っ

て

い

る

と
い

う

通
説
が

教

授

に

よ
っ

て

支

持
さ

れ

た
よ

う
に

見
え

る

こ

と

で

あ

る
｡

も

う
一

つ
､

国

際
比

較
上
の

留
意
事
項
と
し

て
､

同

教

授
が

指
摘
し

た

の

は
､

｢

西

欧
の

工

業
諸

国
は

東
欧
の

農
業
諸

国
と

一

体

と

な
っ

て
一

つ

の

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

経

済

圏

を

構
成
し

て

き

た

と

い

う

歴

史
的

事

情
+

に

あ

り
､

｢

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

経

済
圏
か

ら
び

と
り

西

欧
だ

け

を

切

り

(

7
)

放
し

て

そ

の

就

業
構
造
を

み

る

こ

と

に

は

問
題
あ

り
+

と
い

う

点

で

あ

る
｡

こ

の

点
､

ア

メ

リ

カ

や

日

本
の

よ

う
に

そ

の

国

民

経

済

を
一

応

独

立
に

取

扱
い

う
る

国
と

は

異
な

る

の

か

も
し

れ

な
い

｡

い

ず
れ

に

し
て

も

梅
村

説
は

､

第
三

次
の

構
成

比
を

解
釈
す

る

場

守
じ

合
に

､

つ

ね

に

第
二

次

と

の

か

か

わ

り
に

お

い

て

見
る
ぺ

き

こ

と

乃
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表 4 第 2 次 産業 中分 類 別構成 比 の 各 国 比 較 (1 9 7 4 )

雇用比率

%
9 8 . 7

9 5 . 0

9 9 . 6

8 6 . 4

西 ド イ ツ

雇用此 率

本

雇用比率

ア メ リ カ

雇用比率

%
2 . 2

7 1 . 8

2 . 1

2 3 . 9

%
9 9 . 7

9 4 . 6

9 9 . 5

9 0. 8

%
2 . 6

8 0 . 7

1 . 5

1 5 . 3

クあ
9 2 . 9

8 4 . 2

1 0 0 . 0

7 乱 0

%
0

.
7

7 3 . 7

1 . 7

2 3 . 9

%
9 7 . 5

9 8 . 7

9 9 . 3

8 4
.

5

%
2 . 2

7 3
. 7

4 .
1

1 9 . 9

業

業

力

菜

造

設

鉱

製

宅

建

9 3 . 1

9 3 . 0

1 00 .
0

千人
8

,
3 0 1 . 3

8
,
1 2 7 .

1

95 . 7

9 4 . 1

1 0 0 , 0

千人
13

,
2 9 0

1 3
,
0 97

8 3 . 0

8 2 . 8

1 0 0 . 0

千人
1 9

,
2 3 0

1 8
,
9 0 0

9 5 , 9

9 5. 7

1 0 0 . 0

千人
3 0

,
0 1 1

2 8
,
7 7 6

小 計 (中

小計( 電力を 除く)( b)

7 9 , 5

千人
2 2

,
2 33 . 2

3 7 . 3

3(;
.

6

千 人
2 7

,
2 3 4

4 8 .
8

4 8 . 1

6 8 . 4

千人

5 2
,
7 4 0

3 6. 5

3 5 .
8

9 0 . 3

千人

9 3
,
2 4 0

3 2 . 2

3 0 . 9

就 業 者 総 数(c)

(a) / (c) %

(b) / (c) %

千人
5 2

,
6 7 4 . 8

4 2. 6

6 2詣望. 91卜
09詩聖. 1臣

絵

( ｡,尤, 完
(d)

‡
211焉夏至

.
11

( 資料〕 I L O
,

y βαγ占0 0点 〆 エ〃わo r 5′α′盲5′七亡ぶ
,
1 9 7 5 ･

( 注) 1 ) 第 2 次 の 小 計ほ電力 を含む 場合 と除 い た 場合の 2 通 りを 示し た
｡

2) 雇用比率 は
, 各産業別 に 給料 ･ 賃金雇用者を 就業者総数で割 っ た もの ｡

3 ) 総人 口 の フ ラ ン ス は 1 9 7 5 ･ 1 ･ 1 の 数字 ｡

を

強
調
し

て

い

る

よ

う
に

思
え

る
｡

そ

う
だ

と

す
れ

ば
､

西

独

と

脳

日

本
と

で

は

第
二

次
の

内

容
が

異
な

り
､

西

独
の

場
合
は

第
二

次

の

雇
用

吸

収
力
が

相
対

的
に

大

き

く
､

日

本
の

場
合
は

そ

れ

が

狭

駐
な

た

め
に

第
三

次
の

ほ

う
へ

押
し

出
さ

れ

る
､

と
い

う

仮
説
が

考
え

ら
れ

る
｡

別

言

す
れ

ば
､

西

独
の

場
合

は

第
二

次
に

労
働
集

約
的

要
素
が

相

対

的
に

強
く

､

日

本
の

場
合

は
､

た

と

え

ば

装

置

産

業
な

ど
の

比

重
が

高
く
て

労
働
節
約
的
な

性
格
を

帯

び

て

い

る

と
い

う
こ

と

は

な
い

か
､

と

い

う
仮

説
も

あ

り

う
る

｡

そ

こ

で

両

国

を

中

心
に

､

第
二

次

産
業
を

若
干

ブ

レ

イ

ク
･

ダ

ウ

ン

し
た

分

類
に

も

と

づ

い

て
､

就

業
者
の

構
成
比

を

比

較
し
て

み

ょ

う
｡

表
4

は
､

す
で

に

見
た

よ

う
に

､

第
二

次

産

業
の

就

業
堵
割
合

が
､

西
ド

イ

ツ

の

四

八
･

八

%
に

対

し
､

日

本
の

そ

れ

が

三

六
･

五

%

と

著
し

く
開
い

て

い

る

こ

と

を

示
し

て

い

る

が
､

そ

の

内

訳

を

見
る

と

西
ド

イ

ツ

が

製
造

業
と

鉱
業
の

配

分

が

高
い

の

に

対
し

､

日

本
は

建
設

業
に

お

い

て

高
い

｡

鉱
業
の

構
成
比

は

僅

少
で

あ

る

か

ら
､

結
局

ほ

製
造

業
に

傾

斜

す
る

西
独

と

建
設

業
に

な
お

か

な

り

の

比

重

を

も
っ

て

い

る

日

本
と

の

差
が

現
わ

れ

て

い

る
｡

建
設

業
の

雇

用
比

率
が

相
対

的
に

低
い

こ

と
､

す
な

わ

ち

そ

れ

が

中

小

零
細
企

業
を

数
多
く
擁
す
る

こ

と
と

合
わ

せ

て
､

両

国
の

差

異
を

判
断
す
べ

き

で

あ

ろ

う
｡

し
か

し

な
が

ら
日

本
と

フ

ラ

ン

ス

を

比
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較
す

る

と
､

第
二

次
の

全

産

業
に

占
め

る

割
合
が

接
近

し
て

い

る

の

み

な

ら

ず
､

第
二

次
の

内

訳
に

つ

い

て

も

両

者
が

賛
同

性
を

示

し

て

お

り
､

と

く
に

建
設

業
の

割
合
が

日

本

と

同

様
で

あ

る

こ

と

で

あ

る
｡

そ

う

だ

と

す
れ

ば
､

日

本
と

西
ド

イ

ツ

の

差
は

､

フ

ラ

ン

ス

と

西

ド

イ

ツ

の

差
の

原

因
を

尋
ね

る

こ

と

と

共

通
の

要
素
が

あ

り

う
る

こ

と

を

示

唆
し

て

い

る
｡

し

か

し

な
が

ら
､

表
6

か

ら

は

す
で

に

提
示

し

た

仮

説

を

検
討
す
る

に

足

る

証

左

を

引

き

出

す

こ

と

は

で

き

な
い

｡

た

だ

西
ド

イ

ツ

の

製
造

業
の

雇

用

吸

収

力
が

大
き
い

こ

と
､

製
造

業
は

建

設

業
と

異
な
っ

て

輸

出

稼

得

力

を

も

つ

こ

と

に

留
意
す

る

必

要
が

あ

る
｡

し

た

が

っ

て

西
ド

イ

ツ

と
フ

ラ

ン

ス

の

比

較
に

つ

い

て

は
､

第
一

次

産
業
と
の

関

連
を

も

考
慮

に

入

れ

た

貿
易

構
造
の

比

較
が

必

要
に

な

ろ

う
｡

四

大

分

類
別

第
三

次

産
業
の

動
向

前

節
で

は
､

第
三

次

産

業
構

成

比
を

､

主
と

し

て

第
二

次

産
業

の

雇

用

収

容
力
と
の

関

連
で

考
察
し
た

｡

こ

の

場
合

､

雇

用

吸

収

力

と

し
て

は

雇

用
機

会
提

供

力

と
い

う

意
味
だ

け

で

は

な

く
､

稼

得
力

な
い

し

は
一

人

当

り

生

産

性
を

含
め

て

解
す
べ

き
で

あ

ろ

う
｡

そ

の

意
味
で

第
二

次

が

狭
陰
で

あ

れ

ば
､

第
一

次

か

ら

流
出

す

る

労
働
力
が

第
二

次
に

定
着
し

ぇ

ず
に

､

そ

こ

を

通

過
し

て

第
三

次

に

流
入

す
る

こ

と

が

考
え

ら
れ

る
｡

第
三

次
の

肥

大

化

現

象
を

も

し

こ

の

方

向
で

捉

え
る

と

す
れ

ば
､

そ

れ

は

第
二

次
か

ら
の

プ

ッ

シ

ュ

型

と

し
て

理

解
す
る

こ

と

に

な

る
｡

こ

れ

に

対
し

第
三

次

そ

の

も
の

が

内

在

的
に

持
っ

て

い

る

拡

大

化

要
因
が

他

部
門
か

ら
の

労
働
力

を

絶
え

ず
吸

引

す
る

要
素
と

し

て

働
く

と

す
れ

ば

右
の

肥

大
化

現

象

を
プ

ル

型

と

し

て

説

明
す

る

こ

と

に

な
る

｡

も
ち

ろ

ん

こ

れ

ら
二

つ

の

型
の

強

弱
は

､

経

済

成
長
の

段
階
に

よ

っ

て

異
な

る

で

あ

ろ

う
が

､

近

年
に

お

け

る

第
三

次

産

業
の

急

激
な

膨
張
現

象
に

は
､

従

来
の

要
因
と

は

異
な
っ

た

も
の

が

含
ま
れ

て

い

る

こ

と

が

推

測

さ

れ

る
｡

そ

こ

で

第
二

次

大

戦

後
に

焦
点

を

あ

て

て
､

昭

和
二

五

-
五

〇

年
の

第
三

次

産

業
の

小

分

類
別

変
化

を

国

調
べ

ー

ス

で

観

察
し

て

み

よ

う
｡

表
5

を
一

覧
す
る

と
､

第
二

次
大

戦
彼
の

就
業
増

加
の

大

部

分

を

吸
収

し

た

と

い

わ
れ

る

第
三

次

産
業
(

大

分

類
別
)

の

う

ち
､

ど

の

産
業
が

就
業
増
加
に

最
も

寄
与

し

た

か

を

知
る

こ

と
が

で

き

る
｡

ま

ず
表
5

･

a

に

お

い

て
､

第
三

次

産
業
の

大

宗
が

卸
売

･

小

売

業
と

サ

ー

ビ

ス

業
の

二

大

産

業
で

あ

る

こ

と
､

観
察
期

間
に

つ

い

て
､

そ

の

構

成

割
合

を

増

加
さ

せ

て

来
た

の

は

卸
売

･

小

売
､

-

∂

金

融
･

保
険

､

不

動
産
で

あ
り

､

逆
に

構
成

部
合
を

低

め

て

き

た

β
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表 5 ･ a 第 3 次 産業 ･ 大 分 顆 別 構成 比 の 推移

5 0454 03 53 0昭2 5

人千

川

J

2

J

J

.
2

. 8

1

56

00

4 1

5 .

1

1 2

1

3 1

7 .

4
,

1

72人千

川

.
4

. 5

. 1

. 2

. 2

.
4

J

ク
汁

1

42人千

川

. 5

J

. 〇

. 8

. 3

J

. 2

`

け

1

02人千

』

J

2

.5

j

. 4

. 4

9

糾

00

4 1

4 .

〇

1 3

1

3 1

7 .

【

ノ

1

′

h
Ul人千

. 〇

. 3

. 2

.
3

. 9

. 6

. 9

沼

〈

け

1

31人千

.
〇

. 8

4

. 1

. 4

. 2

. 1

.
4

1 9

00

3 8

よ

0

1 5

2

3 2

1 1

ゥ
け

1

01
第 3 次 産 業 計

卸 売 ･ 小 売 業

金 融 ･ 保 険 業

不 動 産 業

運 輸 ･ 通 信 業

電気 ･

ガ ス ･ 水道業

サ ー ビ ス 業

公 務

表 5 ･ b 就 業 者 増加 指 数 ( 昭 2 5 = 1 0 0〕

2 6 8. 7

2 8 5 . 0

4 0 7 . 3

2
,
7 0 0 . 7

2 1 3 . 7

1 4 2 . 3

2 6 6 . 1

1 6 8 . 4

2 3 7 . 8

2 5 3 . 8

3 1 7 . 0

1
,
9 9 1 , 3

2 0 3 . 7

1 2 8 . 4

2 3 2 . 8

1 4 8. 2

2 0 1 . 8

2 1 6 . 1

2 7 5
.

2

1
,
4 6 5 . 7

1 8 0 . 2

1 1 8 . 5

1 9 2
.

2

1 2 7
.

9

63

m

Ol

糾

3 9

糾

60

1 4

0 0

0 0

00

0 0

0 0

00

0 0

0 0

第 3 次 産 業 計

卸 売 ･ 小 売 業

金 保 ･ 保 険 業

不 動 産 業

運 輸 ･ 通 信 業

電気 ･ ガ ス ･ 水道業

サ ー ビ ス 業

公 務

表 5 ･ C 就 業者増加 の 限 界寄 与 率

45- 5 04 0- 4 52 5- 3 0 1 3 0- 3 5 1 3 5- 4 0

3 9

1 0

3

4

1

訓

7

5

1

2

一

卸 売 ･ 小 売 業

金 融 ･ 保 険 業

不 動 産 業

運 輸 ･ 通 信 業

電気 ･ ガ ス ･ 水道業

サ ー ビ ス 業

公 務

( 資料) 1 ) 総理府統 計局 ｢ 産業別就業者 の 時系列比較+

2 ) 文献 1

( 注) 昭 2 5- 4 5 年は 沖縄 を 除く｡
5 0 年 ほ含 む ｡ 表 5 ･ C の 昭 4 5- 5 0 は 沖縄 を含む 数字に つ い て

の 計算 ｡

じ

た
こ

と

を

示
し

て

い

る
｡

こ

詔
一

･⊥

の

関

係
は

表
5
･

b

の

増
加

指

数
に

反

映

し

て

お

り
､

当

然
の

こ

と
な

が

ら

構

成
割
合

を

高
め

て

き

た

第
三

次

産
業
内
の

成

長

産
業
ほ

指
数

値
払
二

鳥

く
､

逆
に

そ

の

構
成
割

合
を

低
め
て

き
た

三

つ

の

産

業
は

､

そ

の

指
数
値

も

低
い

｡

不

動
産
業
の

指
数
二

七

〇

〇
は

基
準

時
に

お

け

る

不

動
産
業
の

就

業
者

数
の

低

位
を

意
味
す
る

が
､

同

時
に

観
察
期

間
に

お

け
る

不

動
産
取
引

の

清

澄
化

を

意
味
し
ょ

う
｡

サ

ー

ビ

ス

業
の

指
数
は

第
三

次

産
業
全

体
の

平

均

的
な

伸
び

を

反

映

し

て

い

る
｡

こ

れ

ら

表
5

の

a

､

b

の

関

係
を

総
合
的
に

示
し

て

の

は

運

輸
･

通

信
､

公

益

事

業
､

公

務
で

､

サ

ー

ビ

ス

業
は

昭

和

二

五

-
四

〇
の

低
下

傾
向
の

の

ち
､

四

〇

-
五

〇

年
に

微
増
に

転

い

る

の

が

表
5

･

C

の

限

界
寄
与

率

で

あ

り
､

そ

れ

の

高
い

順
位

は
､

該

期

間
を

平

均
し

て

①
卸
売

･

小

売
業

､

②
サ

ー

ビ

ス

業
､

′､

.～
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⑧
運

輸
･

通

信

業
､

④
金

融
･

保
険
業

､

⑤

公

務
､

⑥
不

動
産

業
､

⑦

電
気

･

ガ

ス

･

水

道

業
で

あ

る
｡

し

か

し

な
が

ら
こ

れ

ら
の

限

界
寄
与

率
は

一

様
に

推
移
し
て

い

る

わ

け

で

は

な

く
､

い

く
つ

か

の

パ

タ

ー

ン

に

類
別

化

で

き
る

｡

す

な
わ

ち
､

川

交
互

に

上

下

変

動
を

示
し

て

い

る

も
の

‥

…
･

金

融
･

保
険

業
､

不

動
産

業

惚

当
初

上

昇
し
の

ち

低
下

傾
向
を

示
し

て

い

る

も
の

‥

…
･

却
･

小

売

業
､

運

輸
･

通

信

業
､

電
気

･

ガ

ス

･

水

道

業

㈲
当

初

下

降
し

た

の

ち
上

昇
傾
向
に

転
じ
て

い

る

も
の

サ

ー

ビ

ス

業
､

公

務

こ

れ

ら
の

三

つ

の

パ

タ

ー

ン

は
､

第
三

次

産
業
雇
用
の

今
後
の

動
向

を

見

定

め

る

う
え

で
､

か

な

り

示

唆
的
で

あ
る
｡

す
な

わ

ち

山
の

パ

タ

ー

ン

は
､

景
気

変
動
に

最
も

敏

感
で

あ

り
､

第
二

次

産

業
の

変
動
に

連
動
し

て

変

化

す

る

も

の

と

見
て

よ

い
｡

他
の

パ

タ

ー

ン

は
､

雇
用

吸

収

力
が

長
期

的
に

減
衰
し

て

い

く
も

の

と
い

え

る

で

あ

ろ

う
｡

こ

の

う
ち

運

輸
･

通

信
､

公

益

事
業
は

巨
大

な

資

本

設

備
を

基
盤
と

し

て

生

み

出
さ

れ

る

サ

ー

ビ

ス

で

あ

り
､

し

た

が

っ

て

省
力

化
が

相

対

的
に

行
い

や

す
い

と

考
え

ら

れ

る
｡

却
･

小

売

業
は

販

売
･

流
通
の

シ
■
ス

テ
ム

化
､

大

型

化
に

よ
っ

て

省
力

化
の

可

能
性
を

も
つ

業
種
で

あ

ろ

う
｡

㈲
の

パ

タ

ー

ン

は
､

拙
と

異
な
っ

て

そ

の

サ

ー

ビ

ス

は

人

的

要
素
が

強
く

､

本
来

生

産
性
を

あ

げ
に

く
い

分

野
で

あ

り
､

し

た

が
っ

て

第
三

次

産
業
の

中
で

は

相

対

的
に

労

働
集

約
的

性
蒋
を

も
っ

て

い

る

と
い

え
よ

う
｡

こ

れ

ら

分

野
が

当

初
そ

の

寄
与

率
に

お

い

て

低

下

傾
向

を

示

し
て

い

る

の

は
､

そ

の

期
間
が

民

間

設
備
投

資
に

よ
っ

て

主

導
さ

れ

た

高
度

成

長
の

過

程
で

あ
り

､

し

た
が
っ

て

㈲
の

パ

タ

ー

ン

に

属
す
る

第

二

次

産
業
関

連
の

産

業
に

雇

用

を

吸

収

さ

れ

て
､

こ

れ

ら
二

分

野

の

伸
び

が

抑
制
さ

れ

た
､

と

解
す

る

こ
■

と

が

で

き

よ

う
｡

た

だ

し

公

務
の

寄
与

率
に

つ

い

て

は
､

社
会
福
祉

､

文

数
､

環
境
維

持
な

ど

福
祉
社

会
へ

の

志

向
の

中
で

､

公

的
部
門
の

役
割
が

傾
向

的
に

増
加
す
る

と
い

う

要
因
が

指
摘
さ

れ

ね

ば

な

ら

な
い

で

あ

ろ

う
｡

い

ず
れ

に

し

て

も
こ

れ

ら

分

野
が

､

第
三

次

産

業
の

今
後
に

お

け

る

雇
用

吸

収

力
を

期
待
さ

れ

る

分

野
で

あ

る

こ

と

は
､

こ

れ

を

推

定

し
て

さ

し
つ

か

え

な
い

と

考
え

る
｡

五

昭

和
五

〇

年
国

勢
調

査
に

よ

る

考
察

右
に

述
べ

た

戦
後
三

〇

年
の

第
三

次

産

業
就

業
の

基

本

的
動
向

の

線
上

に
､

昭

和
五

〇

年
国

調

結
果
が

位
置
づ

け

ら
れ

る
｡

統
計

局

の

速
報
結
果
で

は
､

第
三

次

産
業
を

小

分

類
産
業
に

ま
で

分

割

し

て

四

五

年
国
調

と

比

較
し

､

就
業
者
の

増
加
率
の

高
い

産
業
と

､

脚



一 橋論叢 第 七 十 六 巻 第 二 号 ( 3 0 )

表 6 ･ a 第 3 次産 業 内 で 増加 率 の 高 い 産業

翠雷題謡l慧姦震
昭和 5 0 年
就業者数

産 業 ( 小分窺)

%%

3 8 . 41 . 3

7 3
,
4 0 0 人

1 6 4
,
9 0 0

4 1 2
,
0 0 0

1 3 5
,
9 0 0

1 3 7
,
3 0 0

2 0 3
,
9 0 0

3 5 7
,
4 0 0

物 品 賃 貸 業

運動競技場 , 公園 , 遊 園地

社会保険 , 社会福祉

建 物 サ ー ビ ス 業

清 掃 業

情報 サ
ー ビ ス ･ 調査

･ 広告業

専 門 サ ー ビ ス 業
( 他 に分類 さ れ な い もの )

表 6
･ b 第 3 次 産 業内 で 減少 率 の 高 い 産業

警雲蒜妄芸l慧蒜惹
昭和 5 0 年
就業者数

産 業 ( 小分顆)

5 9 . 0タる

4 2 . 7

仇 1 %

0 . 1

2 6
,
4 0 0人

3 3
,
0 0 0

5 7
,
5 0 0

2 3 5
,
0 0 0

3 7
,
5 0 0

5 4
,
7 0 0

2 7 4 , 9 0 0

外 国 公 務

家 事 サ ー ビ ス 業
( 住込み の もの )

家 事 サ ー ビ ス 業
( 住込み で な い もの )

衣 服 裁 縫 修 理 業

映 画 業

汚 場 業

理 容 業

( 資料) 捻 理府 統計局 1

( 注) 原 資料で は 表 6 ･ a 書こ つ い て iよ 2 0 位 ま で
, 表 6 ･ b に つ い て は

1 5 位 ま で 発表 さ れ て い る ｡

き
の

表
5

に

示
し

た

サ

ー

ビ

ス

業
の

中
の

小

分

類
産

業
で

爛

あ

る

と
い

う
こ

と

で

あ

る
｡

大

分

類
と

し

て

の

サ

ー

ビ

ス

業
は

､

.
全

体
と

し

て

は

将
来
に

お

け
る

就
業
者
増
加
が

最

も

期
待
さ

れ

る

産

業
で

あ

る

が
､

そ

の

中
に

も

増

加

率
の

高
い

産

業
と

､

減
少
率
の

高
い

産

業
と

い

う

違
っ

た

方
向

の

二

分

野
が

入

り

混
じ
っ

て

お

り
､

両

者
の

あ

い

だ

の

就

業
者
の
･
配
分
に

交
替
が

生

じ

て

い

る

こ

と

を

示

し
て

い

る
｡

こ

の

交

替
が

取
り

も

直
さ

ず
第
三

次

産

業
の

将
来

動
向
に

つ

い

て
､

習
ハ

的

転
換
の

示

唆
を

与

え
て

い

る

こ

と

に

な

る
｡

と

こ

ろ
で

､

増
加
率
の

高
い

産

業
の

種
類
か

ら
い

か

な

る

こ

と

が

示

唆
さ

れ

て

い

る

か
｡

統
計

局
の

解
説
を

要
約

す
る

と
､

一

位
の

｢

物
品

賃
貸
業
+

の

伸
び

は

｢

日

本
人

の

所
有

価

値
か

ら

使
用

価
値

重

視
へ

の

転

換
傾

向
+

を

浮

逆
に

減

少

率
が

高
い

産

業
と

を

整

理

し
て

い

る

が
､

こ

れ

ら

の

う

ち

上

位
七

産

業
を
ビ

ッ

ク
･

ア

ッ

プ

し
て

､

そ

の

意
味
す
る

と

こ

ろ

を

考

え

て

み

ょ

う
｡

表
6

は

第
三

次

産
業
の

今

後
の

動
向
に

つ

い

て
､

各

種
の

示

唆

を

与

え

て

い

る
｡

ま

ず
注

目
す

る

の

は
､

増
加

率
､

減
少

率
の

い

ず
れ

を

問
わ

ず
､

こ

こ

に

掲

げ

ら
れ

て

い

る

産

業
は

､

す
べ

て

先

き
ぼ

り
に

す
る

も
の

で

あ

り
､

二

位
の

｢

運

動
競

技

場

他
+

は
､

｢

国
民
の

レ

ジ

ャ

ー

志
向

､

そ

れ

も

自
ら

参

加

す

る

レ

ジ

ャ

ー

志

向
+

を
､

三

位
の

｢

社

会
保

険
､

社

会

福
祉
+

は

｢

社

会

福
祉
重

視
の

時

代
+

を

反

映

し
､

四

位
の

｢

建

物
サ

ー

ビ

ス

業
+

は
､

｢

高
層
ビ

ル
､

マ

ン

シ

ョ

ン

･

ブ

ー

ム

と
､

地

方

都

市

の

ビ

ル

ラ

ッ

シ

ュ

+

に

も
と
づ

く
も
の

､

五

位
の

｢

清
掃
業
+

は

｢

環
境
衛
生
の

確

保
に

対

す
る

国
民
の

関

心
+

を

示

す
｡

さ

ら
に

†
二

..
転

ビ

:

.

.
け

【
し
+一
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も

六

位
の

｢

情

報
サ

ー

ビ

ス

他
+

ほ

｢

情
報
化

時

代
の

代

表

選

手
+

で

あ

り
､

七

位
の

｢

専
門
サ

ー

ビ

ス

業
+

は

と

く
に

指
摘
は

な
い

が
､

サ

ー

ビ

ス

が

専
門

化

す
る
一

方
､

個

性
化
志

向
が

強

ま
る

こ

と

に

よ
っ

て
､

専
門

自

由

業
の

価

値
が

高
ま

る

こ

と

を

示

す

も

の

と
い

え

よ

う
｡

こ

れ

ら
の

解

説

は
､

多
く
の

側

面
を

並

列
し

て

述
べ

て

は

い

る

が
､

大

す

じ
に

お

い

て

筆
者

も

年
来
指
摘
し

て

い

る

事

項
で

あ

り
､

(

8
)

妥

当
と

考
え

る
｡

一
第

一

の

｢

所

有
か

ら
使

用
へ

+

と
い

う
の

は
､

レ

ン

タ

ル

と

か

リ

ー

ス

と
い

う

形
で

普
及

し

て

き

た

も
の

で

あ

り
､

〝

モ

ノ
″

離

れ

と

か
､

｢

経

済
の

サ

ー
ビ

ス

化
+

現

象

と

し

て

指

摘
さ

れ

て

い

る

基

本

的

方

向
で

あ

る
｡

こ

の

経

済
の

サ

ー

ビ

ス

化

(

8
)

は
､

次
の

段

階
に

は

｢

サ

ー

ビ

ス

の

情
報
化
+

に

進
化

す
る

｡

そ

れ

が

六

位
の

｢

情
報
サ

ー

ビ

ス

他
+

に

つ

な

が

る
｡

高
い

順
位
に

あ

げ
ら

れ

て

い

る

業
種
の

も

う
一

つ

の

性

格

と

し

て
､

二

位

の

｢

運

動

競
技
場
他
+

や

三

位
の

｢

社

会
保

険
､

社

会

福

祉
+

､

五

位
の

｢

清
掃

業
+

な

ど

は
､

国
民
の

健
康

､

福
祉

､

環
境
維
持
な

ど

に

関

連
し

て

公

共

な
い

し

準

公

共

部
門
の

行

う
公

的

サ

ー

ビ

ス

と

し

て

の

共

通

項
を

も
っ

て

い

る

し
､

四

位
の

｢

建
物
サ

ー

ビ

ス

業
+

は

居
住
環

境
･

生

活

様

式
の

変
化
に

伴
う
サ

ー

ビ

ス

需
要
で

あ

り
､

五

位
の

｢

清

掃

業
+

と

も

結
び

つ

く
｡

こ

の

よ

う
に

増
加

率
の

高
い

業
種
は

､

第
三

次

産

業
の

う
ち
の

サ

ー

ビ

ス

業
に

属
す

る

も
の

で
､

そ

れ

だ

け
に

多
様
な

要
素
を

含
ん

で

い

る
｡

い

ま

表
6
･

a

に

よ

っ

て

こ

れ

ら

各

業
種
の

第
三

次

産

業
に

占

め

る

構

成
割
合

を

見
る

と
､

最
も

割
合
の

高
い

｢

社

会

保
険

､

社

会

福
祉
+

で

す

ら
一

･

五

%
で

あ

り
､

増

加
率

一

位
の

｢

物

品

賃

貸
業
+

な

ど

は

僅
か

〇
･

三

%
に

す
ぎ

な
い

｡

し

た

が

っ

て

増
加

率
は

高
位
で

あ
っ

て

も
､

第
三

次

産
業
全

体
の

就
業
増

加
に

与

え

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

る

こ

れ

ら

業
種
の

寄
与

は
､

個
々

に

見
れ

ば

量

的
に

は

小

さ

い
｡

こ

れ

は

小

分

類
レ

ベ

ル

で

見
て

い

る

の

で

当

然
の

こ

と

で

も

あ

る

が
､

個
々

に

見
て

寄

与

率
が

小
さ

く
て

も
､

そ

れ

ら
が

集
ま
っ

て

サ

ー

ビ

ス

業
の

新
し
い

方

向
づ

け

と

な
る

わ

け

で

あ

り
､

こ

れ

ら

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

業
種
は

質
的
に

は

新
し
い

方

向

を

触
覚
的
に

示
す

事
例
と

な
っ

て

い

る

と

見
て

も
よ

い

わ

け

で

あ

る
｡

つ

ぎ

に

減
少

率
の

高
い

産

業
に

注

目
し

よ

う
｡

統
計

局
の

説
明

に

よ

れ

ば
､

一

位
の

｢

外

国

公

務
+

は
､

主
と

し

て

ア

メ

リ

カ

軍

施

設
な

ど

の

従

業
者
の

減
少
に

よ

る

も

の

で
､

二

位
､

三

位
は

｢

住
込
み
+

か

ど

う
か

の

差
は

あ

る

け
れ

ど

も
､

お

手

伝
い

さ

ん

と

か

通
い

家

政

婦
な

ど
の

減
少
に

よ

る

も

の

で

｢

個
人
の

家

庭
生

活
パ

タ

ー

ン

の

変
化
+

を

示

す

も

の

と
い

う
｡

四

位
の

｢

衣

服

裁

縫

修
理

業
+

の

減

少

は

｢

レ

デ
ィ

メ

ー

ド

時

代
､

使
い

捨

て

時

脚
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代
+

の

象
徴

､

五

位
の

｢

映

画

業
+

は

い

う
ま
で

も
な

く

｢

テ

レ

ビ

と
の

競
合
+

に

よ

る

も
の

､

六

位
の

｢

浴
場
業
+

は

｢

家

庭
風

呂
の

普
及
+

に

押
さ

れ

た

も

の
､

七

位
の

｢

理

容

業
+

は

｢

就
業

希
望

者
に

と
っ

て

魅
力
が

減
少
+

し

た

た

め
で

あ
る

｡

以
上

の

う

ち
一

位
の

｢

外
国

公

務
+

を

別

と

す

れ

ば
､

い

ず
れ

も
サ

ー

ビ

ス

業
に

属
す

る

も
の

で

あ

り
､

そ

れ

ら
の

減
少

は
､

解

説
を

ふ

え

ん

す
れ

ば
､

従

来
の

｢

生

活
パ

タ

ー

ン

+

が

高

度
成

長
の

過

程
で

生

じ

た

労
働
力

不

足
や

人

件
費
の

上

昇
､

技
術
革
新
と

耐
久

消

費
財

の

普
及

､

大

量
生

産
･

大

量
消

費
に

よ

る

消

費
パ

タ

ー

ン

の

変
化

な

ど
の

諸

要
因
が

複
合
し

て
､

そ

の

変
容

を

促
し

た

も
の

で

あ
る

｡

し
か

も

減
少

率
の

高
い

業

種
が

､

お

手

伝
い

､

お

ほ

り
こ

､

銭
湯

､

床
屋

な
ど

の

呼
称
で

親
し

ま
れ

て

き

た

伝

統
的
産
業
に

属

す

る

も

の

で

あ

る

こ

と

で

あ

る
｡

そ

の

こ

と

は
､

表
6

に

示
さ

れ
･▼
て

い

な

い

が
､

八

位
の

美
容
業

､

十

位
の

鮮
魚
小

売
業

､

十
一

位
の

米

穀

類
小

売

業
と

並
べ

る

こ

と

に

よ
っ

て
､

そ

れ

ら
が

伝

統
的
な

人

手

の

か

か

る

〝

手
づ

く

り
″

業
種
の

衰
退
で

あ
る

こ

と

が

知
ら
れ

る
｡

あ

る

意

味
で

､

減
少

率
の

高
い

業
種
に

よ

っ

て

示
さ

れ

て

い

る

変

化
の

方

向
は

､

増
加
率
の

高
い

業
種
に

つ

い

て

指
摘
さ

れ

た

こ

と

の

裏
返

し
の

関

係
に

立
つ

も
の

で

あ

る

が
､

こ

の

よ

う

な

交
替
関

係
に

よ
っ

て
､

サ

ー

ビ

ス

と
い

う
こ

と
の

意
味
内

容
に

変
化
が

生

じ
っ

つ

あ
る

こ

と

は

確
か

で

あ

ろ

う
｡

統
計

局
の

分
析
は

､

こ

の

ほ

か

に

も

機
能
部

門
別
の

比

較
と

し

て
､

全

体
を

公

共
サ

ー

ビ

ス
､

事
業
所
サ

ー

ビ

ス

､

個

人
サ

ー

ビ

ス

に

三

分
し

､

か

つ

個
人

サ

ー

ビ

ス

を

さ

ら
に

分

割
し

て

余
暇

関

連
サ

ー

ビ

ス

と

生

活

関

連
サ

ー

ビ

ス

の

二

つ

に

区

分
し

て

い

る
｡

こ

れ

に

よ

る

と
､

も
と

も
と

就

業
者
の

多
い

順
位
ほ

､

個
人
サ

ー

ビ

ス

(

一

一

〇
四

万

人
)

､

公

共
サ

ー

ビ

ス

(

八
三

七

万

人
)

､

事

業
所
サ

ー

ビ

ス

(

八

〇

四
万

人
)

の

よ

う
に

な
っ

て

い

る

が
､

増

加

率
の

高
い

順
位
は

事
業
所
サ

ー

ビ

ス

=
一

五
･

五

%
､

公

共
サ

ー

ビ

ス

=
一

一

･

七

%
､

個
人
サ

ー

ビ

ス

=

九
･

九

%

と
い

う
よ

ぅ
に

､

個
人

と

事
業
所
と
が

逆
の

関
係
に

現
わ

れ

て

い

る
｡

こ

の

こ

と
と

､

先

き
に

見
た

小

分

類
別
の

増
加
率

､

減
少

率
の

高
い

業

種
順
位
と

を

突
き

合

わ

せ

る

と

ど

う
い

う
こ

と

に

な

る

の

で

あ

ろ

う
か

｡

す

な
わ

ち

｢

所

有

か

ら

使
用
へ

+

と
い

う
形

で

捉

え

ら
れ

た

｢

物

品

賃
貸
業
+

の

伸
び

も
､

｢

情
報
化

時
代
+

の

担
い

手

と

J 4 0

し

て

の

｢

情
報
サ

ー

ビ

ス

業
+

も
､

そ

の

提
供
は

対

事
業
所
サ

ー

ビ

ス

が

主

流
で

あ
っ

て
､

対

個
人

サ

ー

ビ

ス

は

そ

れ

に

付

随
し
て

生

じ
た

も
の

と

し

て

理

解
さ

れ

る

こ

と
で

あ
る

｡

換
言

す

れ

ば

そ

れ

ら
の

対

事
業
所
サ

ー

ビ

ス

は

第
二

次

産
業
に

連
動
し

た

物
的

生

産
関

連
型
で

あ

り
､

そ

れ

ゆ

え

に

第
二

次

産
業
中
心

の

高
度
成

長
～

上
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が
､

そ

の

生

産

性
を

あ

げ
る

た

め

に

行
っ

た

第
三

次

産

業
へ

の

要

請
が

､

対

事
業
所
サ

ー

ビ

ス

の

伸
張
を

促
し

た

も
の

と

見
る

こ

と

が

で

き

る
｡

そ

し
て

労
働
力

配

置
に

お

け

る

こ

の

よ

う

な

生

産

企

ヽ

ヽ

ヽ

業
の

側
か

ら
の

要

請
の

あ

お

り

を

受
け

た

の

が
､

対

個
人
サ

ー

ビ

ス
､

と

く
に

生

活

関
連
サ

ー

ビ

ス

で

あ

り
､

そ

れ

も

減
少

率
の

高

い

伝
統
産

業
で

あ
っ

た
､

と
い

え

そ

う

で

あ

る
｡

右
の

こ

と

は
､

個
人
サ

ー

ビ

ス

の

う
ち

余
暇

関
連
サ

ー

ビ

ス

の

増
加
が

一

九
･

七

%

と

高
い

の

に

対
し

､

生

活

関

連
サ

ー

ビ

ス

の

そ

れ

が

僅
か

三
･

六

%
に

止

ま
っ

て

い

る

こ

と

か

ら

推
察
で

き
る

｡

第
三

次

産
業
の

就
業
増
加

を

分

析
す
る

た

め
､

統
計
局
の

示

し

た

も

う
一

つ

の

分

類
範
噂
は

､

物

財
関

連
産
業
と

非
物
財
産
業
の

二

分

法
で

あ

り
､

前
者
に

属
す
る

の

は
､

物
の

流
通
に

関
す
る

鉄

道
業
.

(

た

だ

し

鉄

道
に

よ

る

人
の

流
通

も

含
ま

れ

る
)

の

よ

う

な

も
の

で

あ

り
､

ま

た

後
者
に

属
す
る

も

の

と

し

て

は
､

物
と

関

係

の

な
い

金

融
･

保

険
業

､

情
報
産

業
､

娯
楽

業
､

公

務

な

ど
が

含

ま

れ

る

と
い

う
｡

第
三

次
の

就
業
者
を

こ

れ

ら
二

つ

に

ふ

り

分
け

る

と
､

物

財
関

連
は

一

五

三
一

万

人
､

非
物
財
は

一

ニ
ー

四

万

人

と

な

る

が
､

そ

の

増
加

率

は

前

者

が
一

〇
･

四

%
､

後

者
が

一

四
･

二

%
で

あ

り
､

こ

の

こ

と
か

ら

第
三

次

産

業
の

就
業
増
加

を

先
導
す

る

も
の

が

非
物

財
産
業
で

あ

り
､

こ

こ

に

〝

モ

ノ
″

離
れ

時
代
が

立

証

さ

れ

た

と

し
て

い

る
｡

こ

こ

で

非
物

財
産

業
と
い

わ

れ

て

い

る

も
の

は
､

い

わ

ゆ
る

｢

サ

ー

ビ

ス

産
業
+

に

対

応
す
る

も
の

と

考
え
て

よ

い

か

ら
､

そ

れ

が

第
三

次

産
業
の

動
向
を

示
す

と
い

う
の

は
､

当
っ

て

い

よ

う
｡

た

だ

し

卸
売

･

小

売

業
は

右
の

二

大

範
疇
で

は

物
財
関
連
産
業
に

含
ま

れ

て

い
.

る

と

考
え

ら
れ

る

の

で
､

こ

の

分

類
だ

け
で

あ

る

と
､

卸
売

･

小

売

業
自
体
の

情
報

化

傾
向
の

観
点
が

見

過
さ

れ

る

お

そ

れ

が

あ

る
｡

非
物
財
産

業
の

中
に

含
ま

れ

て

い

る

情
報
産
業
は

､

独

立
し

た

情
報
処
理

や

情
報

提
供
産
業
な
ど

を

意
味
す

る

か

ら
で

あ

る
｡

以
上

統
計
局
の

解
説
と

､

そ

れ

に

沿
っ

て

筆
者
の

加

え

た
コ

メ

ン

ト

を

総
合
す

る

と
､

昭

和
五

〇

年
国

勢
調

査

速

報
結
果
に

よ

っ

て

示
さ

れ

た
､

最
近
五

年
間
の

第
三

次

産
業
の

動
向

は
､

次
の

よ

う
に

要
約
さ

れ

る

で

あ

ろ

う
｡

山

日

本
経

済

は
､

昭

和
四

〇

年
代
の

後
半
に

至
っ

て

経

済
の

サ

ー

ビ

ス

化
の

テ
ン

ポ

が

加

速
さ

れ

た

が
､

そ

れ

は

高
度
成

長
経

済

の

過

程
で

第
二

次

産
業
の

生

産
性
向

上
に

関

連
し
て

要
請
さ

れ

る

と
い

う
方

向

を

も
っ

た
こ

と
､

似

し
た

が

っ

て

第
三

次
の

就

業
増
加

を

主

導
し

た

の

は
､

第
二

次

産
業
に

関

連
し

た

対

事

業
所
サ

ー

ビ

ス

で

あ

っ

た

が
､

そ

れ

も

物
財
関
連
サ

ー

ビ

ス

と
い

う
よ

り

非
物
財
サ

ー

ビ

ス

に

高
い

此

重

出
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が

か

け

ら
れ

､

そ

こ

に

〝

モ

ノ
″

離
れ

､

な
い

し

情
報
化

時

代
の

先

駆
が

見

ら

れ

る

こ

と
､

㈲
右
の

よ

う

な

基
本

的
方

向
の

中

で
､

対

個
人
サ

ー

ビ

ス

､

な

か

ん

ず
く
生

活

関

連
の

日

常
的
サ

ー

ビ

ス

の

伸
び

が

停
滞
し

た

こ

と

の

三

点

で

あ

ろ

う
｡

も
し

右
の

よ

う
な

要
約
が

あ

た
っ

て

い

る

と

す
れ

ば
､

近

年
に

お

け
る

第
三

次

産
業
の

就

業
増
加
が

成

長
志

ヽ

ヽ

向

型
で

あ

り
､

企

業
主

導
型
に

よ
っ

て

け
ん

引

さ

れ

て

き

た

も
の

で

あ
っ

た
､

と
い

う
こ

と
が

認

め

ら
れ

る

こ

と

に

な

る
｡

そ

こ

で

か

つ

て

｢

成

長

優
先

か

ら

福
祉
充

実
へ

+

と

か

｢

産
業
優
先

か

ら

生

活

優
先
へ

+

と
い

う
キ

ャ

ッ

チ
･

フ

レ

ー

ズ

で

唱
え

ら

れ

た

成

長
の

軌
道

修
正
へ

の

要
請
や

､

現
に

減
速
経

済
と
い

わ

れ

る

経

済

環
境
の

中
で

､

成

長

経

済
に

付

随
し

て

生

じ
て

き
た

第
三

次

産
業

の

就

業
増

加

と

そ

の

構
成

内

容
は

､

ど

う
い

う

影

響
を

受
け
る

の

で

あ

ろ

う
か

､

と
い

う
こ

と
で

あ

る
｡

そ

も

そ

も

前
節
で

提
示
し

た
+

日

本
に

お

け

る

第
三

次

産
業
の

肥

大

化
現

象
と

い

う

通

説
は

､

ど
こ

に

現
わ

れ

て

い

る

と

見
る

べ

き

な
の

で

あ

ろ

う
か

､

こ

の

点

が

重

要
で

あ

る
｡

右
の

諸

点
の

う

ち
､

成

長
経

済
退

避
で

生

じ
て

き

た

経

済
の

サ

ー

ビ

ス

化
､

サ

ー

ビ

ス

の

情
報
化
の

方

向

は

基

本

的
に

変
化
は

な
い

と
し

て

も
､

そ

れ

が

企

業
主

導
で

行
わ

れ

て

き

た

と
い

う

点
は

､

今

後

修
正

が

必

要
と

思

わ

れ

る
｡

ま

た

福
祉

社

会
へ

の

移
行
と
い

う

点
か

ら
は

公

共
サ

ー

ビ

ス

の

比
重

が

高
か

ま

戯
一

⊥

っ

て

い

く

も
の

と

推
測
さ

れ

よ

う
｡

い

ず
れ

に

し
て

も
､

統
計

局

の

指

摘
し

た

〝

モ

ノ
″

離
れ

時
代
の

諸

特

性
が

定

着
す
る

か

ど

う

か

は
､

次
の

国
調
に

よ
っ

て

明
ら

か

に

さ

れ

る

と

見
ら
れ

る
｡

し

か

し

な

が

ら

第
三

次

産
業
の

肥
大

化

現

象
に

つ

い

て

は
､

右

の

よ

う
な

統
計

局
の

分

析
か

ら
は

明

ら

か

に

な

ら

な
い

で

あ

ろ

う
｡

経

済
分

析

と

し
て

ほ
､

少

な

く

と

も

労
働
力
の

側
面
と

､

生

産
物
な

い

し

所
得
の

側

面

と

の

突
き

合
わ

せ

が
､

小

分
類
レ

ベ

ル

で

時

系

列
的
に

行
わ

れ

る

必

要
が

あ

り
､

さ

ら
に

こ

の

こ

と
に

関

連
し

た

国

際
比

較
分
析
が

進
め

ら

れ

る

べ

き

で

あ

ろ

う
｡

し

か

し
こ

の

肥

(

9
)

大

化

現

象
に

つ

い

て

は
､

経

済
分

析
を

超
え

た

社

会

経

済
的

分

析

が

必

要
で

あ

り
､

今
後
こ

の

方

向
に

お

け
る

本

格
的

取
組
み

が

求

め

ら

れ

る

も
の

と

考
え

る
｡

(

文

献
)

(

1
)

稔
理

府

統

計

局

｢

昭

和
五

〇

年

国

勢
調

査
･

全

国

速

報

集

計

結

果
の

解

説
+

(

一

%
抽
出
集

計
)

お

よ

び

付

属

資
料

｢

社

会

を

映

す

第
3

次

産
業
+

昭

五
一

･

四
｡

(

2
)

S
i

m
O

n

只
G
N

ロ
e
t
S

.

h
叫

熊

卜

邑
受

諾
h

芸

的
8
誌
Q

S
叫

b

苧
Q

邑
き

一

芸
P

(

長
谷

部

亮
一

訳
､

サ

イ

モ

ン

･

ク

ズ

ネ

ッ

ツ

著
『

経

済

成

長

-
六
つ

の

講

義

1
』

巌
松
堂

､

昭

三

六
)

｡

＼

■

.■

ゝ
一

一ト

.

}

打

､

.

ゝ

r
r
.

.
:

..

は
r



( 3 5 ) 日 本 に お け る 第三 次産業 の 動向 分析

3
一

生
†

⊥

(

3
)

S
i

m
O

ヨ

只
亡
N

ロ
e
t
S

､

5

き
札

等
速

内
岩
ヨ

岩

言
訂

n

言

邑
ざ

知
己
♪

治
…
a
ミ

､

～

白

畠
礼

ぜ
罠
白

丸
.

Z
e

弓

H
P
く
①

ロ

巴
乙

L
O

邑
○

ロ
.

ぺ
已
e

e
2 .

<
e

r
S

芹
y

勺
r
e

軍
-

芸
か

.
(

塩

野

谷

祐
一

訳

『

近

代

経

済

成

長
の

分

析
』

上
･

下
､

東

洋

経

済

新
報

社
､

昭

四
三
)

｡

(

4
)

く
小

豆
0

1

戸

句
亡
C

F
∽

､

→

訂

h

等
e
山

訂

h

§
岩
苫

ぢ
､

Z
賢

】

○
ロ

巴

田

宍
e

p

亡

O
f

E
c

O

ロ
○

ヨ
i

c

河
e
s

2

宅
C

F
.

-

宗
P

(

江

見

康
一

訳

『

サ

ー

ビ

ス

の

経

済

学
』

日

本

経
済

新

聞
社

､

昭

四

九
)

｡

(

5
)

梅

村

又

次

『

労
働
力
の

構
造

と

雇
用

問
題
』

岩

波

書

店
､

昭

四

六
｡

(

6
)

右

指
事

､

一

六

七
ペ

ー

ジ
｡

(

7
)

右

掲

書
､

一

六

八
ペ

ー

ジ
｡

(

8
)

江

見

康
一

『

サ

ー

ビ

ス

経

済

と

第
三

次

産

業
』

地

方

銀
行

協
会

､

初

版
昭

和

四

四

年
｡

(

9
)

こ

の

方

向
に

つ

い

て

は
､

次
の

二

文

献
が

す

ぐ
れ

て

い

る
｡

①

小

浪

充

｢

経
済

発

展
と

サ

ー

ビ

ス

産

業
+

『

世

界

経

済
』

昭

和

四

一

･

七

-
四
二

･

一

二
｡

④

杉
岡

碩

夫

『

第
三

次

産
業
』

日

本

評

論
社

､

昭

和

四
五

年
｡

(

一

橋
大

学

教

授
)




